
問

①
進
学
型
の
中
高
一

貫
校
は
、
「
中
学
受
験
競

争
」
「
高
学
力
の
子
ど
も

が
集
中
す
る
」
な
ど
の
問

題
事
例
で
報
告
さ
れ
て
い

る
が
、
教
育
委
員
会
は
ど

う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

②
中
高
一
貫
校
の
目
的
と

し
て
挙
げ
て
い
る
、
「
６

年
間
一
貫
の
教
育
課
程
・

学
習
環
境
で
学
ぶ
機
会
」

「
中
等
教
育
の
多
様
化
」

に
つ
い
て
、
子
ど
も
や
保

護
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
は
示

さ
れ
て
い
る
の
か
。

③
教
育
委
員
会
は
、
な
ぜ

こ
の
重
大
な
問
題
を
協
議

し
て
こ
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
長

①
導
入
事
例
に

よ
る
と
、
利
点
と
留
意
点

が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

先
進
事
例
や
、
東
根
中

高
一
貫
校
（
仮
称
）
の
取

り
組
み
か
ら
、
調
査
・
研

究
を
進
め
て
い
く
。

②
目
的
に
つ
い
て
は
、

第
１
に
、
高
校
選
択
の

幅
を
広
げ
る
こ
と
。

第
２
に
、
鶴
岡
・
庄
内

の
次
代
を
担
う
人
材
の
育

成
を
図
る
教
育
機
関
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
。

第
３
に
、
高
等
教
育
機

関
・
企
業
の
研
究
者
等
の

お
子
さ
ん
の
教
育
に
と
っ

て
、大
き
な
意
味
を
も
つ
。

県
内
他
地
域
に
中
高
一

貫
校
が
整
備
さ
れ
る
中

で
、
「
庄
内
地
域
に
も
」

と
い
う
考
え
は
、
一
定
の

理
解
が
得
ら
れ
る
。

③
定
例
の
教
育
委
員
会
終

了
後
、
学
習
会
と
い
う
形

で
意
見
交
換
し
て
き
た
。

今
後
の
県
教
育
委
員
会

の
意
向
を
踏
ま
え
た
上

で
、
庁
内
検
討
委
員
会
を

立
ち
上
げ
る
な
ど
し
て
、

方
針
を
具
体
化
す
る
。

問

目
的
の
中
に
あ
る

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」
は
、

財
界
か
ら
提
起
さ
れ
、
国

家
戦
略
と
し
て
掲
げ
ら
れ

た
も
の
だ
が
、
す
べ
て
の

子
ど
も
・
青
年
を
想
定
し

た
も
の
で
は
な
い
、
差
別

的
な
人
材
育
成
だ
。

進
学
型
の
中
高
一
貫
校

と
い
う
も
の
が
、
中
学
校

段
階
で
の
子
ど
も
の
選
別

に
つ
な
が
ら
な
い
の
か
。

教
育
長

エ
リ
ー
ト
を
意

味
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
」
を
意
図
す
る
も
の
で

は
な
い
。

過
度
な
受
験
競
争
に
な

る
と
も
考
え
て
い
な
い
。

問

東
北
の
あ
る
県
が
最

初
に
設
立
し
た
中
高
一
貫

校
で
は
、
各
小
学
校
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
が

集
ま
り
、
５
月
の
時
点
で

数
学
の
学
力
が
他
校
の
２

年
生
並
、
東
北
で
は
公
私

合
わ
せ
て
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル

と
な
っ
た
と
い
う
。

中
高
一
貫
校
が
学
力
向

上
等
で
成
果
を
挙
げ
た
と

し
て
も
、
地
域
の
中
学
・

高
校
教
育
と
の
間
に
こ
の

よ
う
な
格
差
が
生
ま
れ
る

こ
と
は
、
教
育
の
あ
り
方

と
し
て
適
切
な
こ
と
か
。

教
育
長

全
部
の
子
供
た

ち
が
中
高
一
貫
教
育
校
を

選
択
す
る
わ
け
で
は
な
い

し
、
残
さ
れ
た
中
学
校
で

他
に
リ
ー
ダ
ー
が
必
ず
出

て
く
る
。

問

今
ま
で
鶴
岡
市
に
は

そ
の
よ
う
な
中
学
校
間
の

格
差
は
な
か
っ
た
。
公
教

育
が
格
差
を
前
提
と
す
る

こ
と
で
い
い
の
か
。

教
育
長

生
徒
一
人
一
人

が
自
分
の
生
き
方
考
え
方

に
よ
っ
て
学
び
た
い
と
こ

ろ
で
学
ぶ
、
生
き
る
道
を

自
ら
の
意
思
で
選
択
す
る

と
い
う
こ
と
は
大
い
に
尊

重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
。

学
校
間
の
差
と
い
う
の

は
特
色
。

NO.１９０１
2014. ７. ６

編集発行
日本共産党鶴岡市議団
鶴岡市美原町16-5
電話22－3313

qqsw67zb9@bird.ocn.ne.jp

http://www6.ocn.ne.jp/~

jcp-tsur/

大 門 み き し
高 橋 ち づ 子
紙 智 子
国会議員連絡所
県市議団事務所
鶴岡市美原町16-5
☎22－3313
FAX24－4096

無料生活相談所

加 藤 太 一
稲生 2 - 6 - 6
２４－５９３５

関 徹
長者町11-26
２４－２４１４

加 藤 鉱 一
宝徳仲田56
６４－３９４１

菅 井 巌
中 楯 9 6
３３－０５３４

６
月

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日
本

17

共
産
党
の
関
徹
議
員
は
、
①
中
高
一
貫
校
と
教
育
委
員
会

の
あ
り
方
、
②
第
一
学
区
・
朝
日
地
区
等
の
学
童
保
育

の
あ
り
方
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

中
高
一
貫
校
、
子
ど
も
の
選
別
に
つ
な
が
る

集団的自衛権行使の解釈改憲の閣議決定に対し、
日本共産党鶴岡市議団はただちに抗議の街頭宣伝
を行いました。(７月１日夕方、鶴岡市役所前)

学
童
保
育
児
童
急
増
、
施
設
確
保
を

問

①
県
が
昨
年
度
か
ら

実
施
し
て
い
る
低
所
得
者

世
帯
へ
の
利
用
料
軽
減

は
、
全
国
初
の
大
変
貴
重

な
措
置
だ
が
、
適
用
数
は

今
年
逆
に
減
少
。
制
度
の

周
知
を
徹
底
す
べ
き
。

②
第
一
学
区
の
学
童
保
育

所
は
、
利
用
児
童
数
が
今

春

％
増
で
１
５
３
人
。

20
ク
ラ
ブ
室
の
１
人
あ
た
り

面
積
は
１
・

㎡
。
遊
戯

23

室
は
１
人
あ
た
り
０
・
67

㎡
、
１
畳
に
３
人
。

朝
日
地
区
の
学
童
保
育

は
、
児
童
数
が
昨
年
比
２

・
２
倍
と
な
っ
た
。
保
育

園
内
の
狭
隘
な
部
屋
は
１

年
で
用
を
な
さ
な
く
な

り
、
朝
日
中
央
公
民
館
（
す

ま
い
る
）
に
仮
部
屋
を
借

り
て
行
わ
れ
て
い
る
。

開
設
前
の
見
通
し
が
甘

か
っ
た
の
で
は
。
早
急
に

施
設
確
保
を
図
る
べ
き
。

近
隣
の
施
設
を
気
軽
に

借
り
ら
れ
る
よ
う
、
市
と

し
て
計
ら
う
べ
き
で
は
。

ま
た
、
市
内
の
全
て
の

学
童
保
育
所
に
つ
い
て
、

ど
こ
に
遊
ぶ
場
所
が
あ
る

の
か
把
握
し
、
確
保
を
図

る
べ
き
。

健
康
福
祉
部
長

①
最
終

的
に
は
例
年
並
み
に
な
る

と
見
込
ん
で
い
る
が
、
広

く
制
度
の
周
知
を
図
る
手

だ
て
は
考
え
る
。

②
当
初
、
少
子
化
が
進
む

現
状
や
、
そ
れ
ま
で
の
利

用
数
の
傾
向
か
ら
必
要
と

思
わ
れ
る
面
積
を
ク
ラ
ブ

室
と
し
て
確
保
し
た
が
、

現
在
は
ク
ラ
ブ
室
だ
け
で

な
く
、
遊
戯
室
を
初
め
と

し
た
他
の
区
画
を
活
用
し

て
い
る
。

朝
日
地
域
の
学
童
保
育

施
設
は
、
お
お
む
ね

名
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ま
で
の
利
用
を
想
定
し
た

も
の
で
あ
る
た
め
、
今
年

度
は
、
す
ま
い
る
を
控
え

の
会
場
と
し
て
使
用
。

ま
た
、
隣
接
す
る
コ
ミ

セ
ン
や
小
学
校
と
連
携
・

調
整
を
図
り
な
が
ら
、
学

童
保
育
所
と
し
て
の
機
能

が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め

る
。他

の
学
童
保
育
所
に
つ

い
て
も
、
今
後
、
同
様
の

課
題
が
予
想
さ
れ
る
。
実

情
に
合
わ
せ
て
近
隣
の
公

共
施
設
な
ど
を
最
大
限
に

活
用
す
る
。



鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
は

日
か
ら

日
ま
で

11

30

開
か
れ
、
市
当
局
の
提
案

は
繰
越
計
算
書
４
件
、
専

決
処
分
１
件
、
補
正
予
算

３
件
、
条
例
４
件
、
事
件

件
、
追
加
議
案
２
件
が

10提
案
さ
れ
全
議
案
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団

は
、
北
部
サ
イ
エ
ン
ス
パ

ー
ク
の
用
地
取
得
（
約
１

・
５
㌶
約
３
億
円
）
に
つ

い
て
、
遺
伝
子
組
み
換
え

生
物
の
リ
ス
ク
が
あ
り
バ

イ
オ
産
業
化
の
見
通
し
が

不
確
か
な
段
階
で
市
が
多

額
の
支
援
を
行
う
こ
と
に

反
対
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
立
幼
稚
園
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て
、
行

革
に
よ
り
今
年
度
で
西
郷

幼
稚
園
を
最
後
に
す
べ
て

の
市
立
幼
稚
園
が
廃
止
さ

れ
、
「
市
民
の
選
択
機
会

を
失
い
、
幼
稚
園
の
教
育

・
保
育
水
準
の
引
き
上
げ

な
ど
公
的
責
任
を
果
た
す

こ
と
が
で
き
な
く
な
る
」

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
が
提
案
し
た

「
政
府
の
農
業
・
農
政
改

革
に
関
す
る
意
見
書
」は
、

「
規
制
改
革
会
議
の
意
見

書
は
農
村
現
場
の
実
態
や

声
を
無
視
し
混
乱
に
つ
な

が
る
」
と
し
て
全
会
一
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
6月26日入札分

・鶴岡第四中学校非常放送設備改修工事
東北電機鉄工(株)鶴岡営業所 2,500,000円（2,583,000円）

工期～8/4（落札率96.8％）
・市立温海小学校校舎棟大規模改修電気設備工事
配工電気(株) 34,500,000円（35,829,000円）工期～12/26（落札率96.3％）
・市立温海小学校校舎棟大規模改修機械設備工事
桜井管工業(株) 25,310,000円（28,113,000円）工期～12/26（落札率90.0
％）
・市立温海小学校校舎棟大規模改修工事
(株)マルゴ 82,500,000円（83,201,000円）工期～12/26（落札率99.2％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格
6月26日入札分

・市公共下水道事業 汚水12Ｇ021－5号新設工事（茅原地内）
(有)大泉建設 2,200,000円（2,318,000円）工期～7/31（落札率94.9％）
・市公共下水道事業 汚水2－1号新設工事（大岩川地内）
中止

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
6月26日入札分

・平成25年災第4755号 市道花戸線道路災害復旧工事（大針地内）
(有)上野興業 2,980,000円（2,998,000円）工期～10/6（落札率99.4％）
・平成25年災第4754号 市道花戸線道路災害復旧工事（下田沢地内）
ナンバ建設(株) 5,080,000円（5,247,000円）工期～10/27（落札率96.8％）
・市道松根羽黒線防護柵設置工事（松根・黒川地内）
(有)大滝組 8,800,000円（9,615,000円）工期～10/10（落札率91.5％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
6月26日入札分

・鶴岡公園新形町線道路改良工事（若葉町地内）
(有)エクセレント 1,800,000円（1,988,000円）工期～10/10（落札率90.5％）
・白山１号線道路改良工事（白山地内）
(株)岡部建設 1,430,000円（1,482,000円）工期～8/29（落札率96.5％）
・市道田川１号線行〆橋取付道路工事（田川地内）
山形工業(株) 14,950,000円（16,775,000円）工期～12/26（落札率89.1％）

6月19日落札決定保留分
・市道荘内神社前大東町線ほか３路線表層改良工事（昭和町地
内ほか）
鶴岡建設(株) 24,000,000円（28,323,000円）工期～10/31（落札率84.7％）

教育委員会社会教育課入札結果（ ）内は予定価格
6月26日入札分

・平成26年度史跡松ヶ岡開墾場３番蚕室保存修理工事
加藤建設管工(株) 16,700,000円（17,400,000円）工期～10/20（落札率96.0％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
6月25日入札分

・市文化会館改築工事
不調 － （5,462,519,000円）工期～29/3/27

2014年６月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
市民クラブ 無 日本共産党 政友公明 新政クラブ
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集団的自衛権の行使容認に反対する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 議○ ○ ○ ○

治安維持法犠牲者の国家賠償を求める意見書提出の請願 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 長● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

バイオ産業誘致のため北部サイエンスパークの用地取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●

鶴岡市立幼稚園条例の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○● ● ● ●

「
治
安
維
持
法
犠
牲
者

国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
の

制
定
を
求
め
る
意
見
書
採

択
に
関
す
る
請
願
」
の
採

決
が

日
の
本
会
議
で
行

27

わ
れ
、
共
産
党
市
議
団
と

無
所
属
議
員
が
賛
成
、
新

政
ク
ラ
ブ
、
市
民
ク
ラ
ブ
、

政
友
・
公
明
ク
ラ
ブ
の
反

対
で
不
採
択
と
さ
れ
ま
し

た
。請

願
の
趣
旨
は
、
治
安

維
持
法
に
よ
っ
て
拷
問
・

虐
殺
な
ど
人
道
上
許
さ
れ

な
い
行
為
が
行
わ
れ
た
こ

と
に
対
し
て
、
国
に
謝
罪

と
補
償
を
求
め
る
も
の
。

今
回
で
６
回
目
の
請
願

で
、
い
ず
れ
も
不
採
択
に

さ
れ
て
い
ま
す
。

賛
成
討
論
で
加
藤
太
一

議
員
は
、
議
場
の
議
員
に

向
か
っ
て
「
治
安
維
持
法

に
よ
っ
て
政
府
が
行
っ
た

拷
問
を
許
す
の
で
す
か
。

虐
殺
を
許
す
の
で
す
か
。

政
治
的
・
宗
教
的
理
由
に

よ
る
思
想
信
条
、
言
論
な

ど
の
表
現
、
政
治
的
活
動

な
ど
に
対
す
る
迫
害
行
為

を
許
す
の
で
す
か
」
と
厳

し
く
迫
り
ま
し
た
。

山
形
県
内
で
も

の
市

16

町
議
会
が
同
趣
旨
の
請
願

を
採
択
し
て
い
ま
す
。

非
人
道
的
な
政
府
の
行

為
を
擁
護
し
、
請
願
に
反

対
し
た
議
員
の
良
識
が
問

わ
れ
ま
す
。

６
月
議
会
最
終
日
の
30

日
、
「
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
反
対
を
求
め
る
意

見
書
」
を
共
産
党
議
員
団
、

市
民
ク
ラ
ブ
、
無
所
属
議

員
の
連
名
で
提
出
し
加
藤

太
一
市
議
が
提
案
を
行
い

ま
し
た
。

尾
形
昌
彦
議
員
（
新
政

ク
ラ
ブ
）
、
中
沢
洋
議
員

（
政
友
・
公
明
ク
ラ
ブ
）

が
反
対
の
討
論
。
関
徹
議

員
（
共
産
党
市
議
団
）
、

今
野
美
奈
子
議
員
（
市
民

ク
ラ
ブ
）
、
田
中
宏
議
員

（
無
所
属
）
が
賛
成
討
論
。

採
決
の
結
果
、
賛
成

人
、

11

反
対

人
で
否
決
さ
れ
ま

20

し
た
。

安
倍
内
閣
は
、
憲
法
９

条
を
踏
み
に
じ
り
戦
争
に

踏
み
出
す
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
閣
議
決
定

だ
け
で
は
派
兵
は
で
き
ま

せ
ん
。
今
後
の
法
整
備
な

ど
に
向
け
て
海
外
派
兵
を

許
さ
ず
、
解
釈
改
憲
を
撤

回
さ
せ
る
闘
い
を
強
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。


